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　株主の皆さまには、日ごろ東京エレクトロンをご支援いただき誠にありがとうございます。2005年3月期は、皆さ

まのおかげを持ちまして好業績を収めることができました。あらためてここに深く感謝申し上げます。

長期的に拡大する半導体関連市場

　半導体産業は、コンピュータ、パソコン、携帯電話など最先端産業の成長とともに大きく成長し続けてきました。東

京エレクトロンはこのような環境のなか、

\、デジタ

ルテレビをはじめとするコンシューマく゚ 私たちが提

供している半導体製造装置です。絶えざる技術厭をまとめ上げて

一つの



















20





TOKYO ELECTRON LIMITED













執行役員
会長

東　哲郎

社長

佐藤　潔

常務執行役員

久保寺　正男
技術・開発部門統轄

竹渕　裕樹
経営戦略室長

溝口　信
営業推進統轄、
国内営業推進本部長

小野里　充
FPD部門統轄
FPD事業部長

社長付執行役員

Ben Tsai
技術担当

執行役員

阪本　甚三郎
FE部門統轄
兼 東京エレクトロンFE株式会社
代表取締役社長

中嶋　敏
�炭薬



財務概況

このセクション（財務概況）に





� 配当金
� 配当性向（単独）

2002年3月期及び2003年3月期の配当性向は単
独ベースで当期純損失を計上したため掲載してお
りません。
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事業などのリスク

当社の経営成績、財務状況及び当社株価などに影響を及ぼす可能性

のあるリスクは以下のようなものがあります。

（1）外国為替変動による影響

当社は、事業の積極的な海外展開に成功したことにより、海外への

売上高比率が高くなっております。当厚



6年間の主要財務データ
東京エレクトロン株式会社及び子会社
2000年3
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負債及び資本 百万円 千米ドル

2005 2004 2005

流動負債：

短期借入金



連結損益計算書









(g) 貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率に

より、貸倒懸念債権等特定の債権については、個別に回収可能性を検討し、

回収不能見込額を計上しております。



3. 会計方針の変更
(a) 収益の計上の基準

　半導体製造装置及びFPD製造装置の収益の計上基準については、







11. 株式報酬制度









TEL グローバルネットワーク
（2005年7月1日現在）

国内
東京エレクトロン株式会社・本社
〒107-8481 東京都港区赤坂5-3-6 TBS 放送センター
Tel神奈川県津久井郡城山町町屋デル層
〒

869-1232 熊本県菊池郡大津町高尾野272-4
合志事業所
〒861-1116 熊本県菊池郡合志町福原1-1

東京エレクトロンソフトウェア・テクノロジーズ株式会社
本社
〒183-8705 東京都府中市住吉町2-30-7
札幌テクノロジーセンター
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